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１．研究成果の概要 

①「市川市じゅん菜池の水環境改善・保全」 

2024 年度も市川市内ジュンサイ池において 2023 年度 4 月より共用を開始した深井戸地下水給水の影響を明

らかにすることを主な目的とした水質調査、生態系調査をおこなった。2024 年 4 月から 6 月にかけて供給水

が近隣工事の影響と推定される高ｐH を呈し、その影響で池全域においてｐH が 9 を超える値となった。し

かし、その生態系への明らかな影響は認められなかった。7 月以降、地下水の流下とともに供給水ｐH は 7～

８の値にもどった。給水時間は 200L/分で 1 日１６時間とし、供用開始以前の夏季にみられたアオコの繁茂は

2024 年度も認められずアオコ繁茂抑制には成功した。深井戸給水による水質改善のほか、供給水の水温が１

年中一定（およそ１７℃）であるため、記録的な高温が記録された 2024 年夏季でも池水水温が比較的低く保

たれたことがアオコ抑制の一因と推定された。 

過去に池内に自生していたイノカシラフラスコモ（絶滅危惧 1 類）,ジュンサイなどの在来希少水草は池横の

水槽で育成を続け、順調にその数を増やしている。ジュンサイの池内への移植を試みたが消滅し、失敗に終わ

った。アメリカザリガニによる食害が原因と推定された。水質改善策としての池岸整備（山砂の投入および枯

死した抽水植物撤去など）を進め、新たに形成された岸に在来水草の移植を継続した。 

2024 年春には池でカワセミの営巣と本プロジェクト開始以来最多の 12 羽の孵化が確認された。池水の透明度

が上がったことが主な要因と推定された。アメリカザリガニの捕獲数は増加し、捕獲圧が不十分であることが

明らかとなった。今後は活動の効果を検証しながら対策を立案、実行していく予定である。 

②「千葉県旭市における地下水への津波の影響調査」 

2011 年度から行っている現地調査データを用いて、水質解析シミュレーションを継続しておこなった。その

結果、2016 年頃から認められた地下水ｐH の上昇は淡水フロントにおける急激なイオン交換によることがわ

かった。全有機炭素の分析を進めたほか、腐植質による着色についてメカニズム解明のための室内実験準備を

おこなった。一方、予定していた九十九里の地調査は多忙のため行うことができなかった。 

２．著書・論文・学会発表等 

【著書・論文（査読なし）】 

（共著）杉田文（2024）第 3 編「地下水の化学」in 日本地下水学会編「地下水の事典」p.632, 朝倉書店、 

３．主な経費 

野外調査ための測定機器、実験室に持ち帰った試水分析用の機器および薬品を購入した。野鳥観測のための動

体感知カメラ用記録媒体、野外作業およびデータ解析に必要な道具および文具を購入した。熱力学的水質解析



モデル（PHREEQC）による水質シミュレーションと解析に必要な USB 等コンピュータ周辺機器を購入した。 

また、国内における学会参加費と参加のための交通費等に利用した。 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

2023 年度千葉商科大学－市川市包括協定事業として「じゅん菜池プロジェクト」が採択 

日本学術会議第 26 期連携会員（内閣府）、 

公益社団法人 日本地下水学会 会長 

国際水文地質学会日本支部 副会長 

東京都地下水対策検討委員会 委員長 (東京都) 

千葉県国土利用計画地方審議会委員（千葉県） 

手賀沼水環境保全協議会専門委員会 委員長（千葉県） 

千葉県環境審議会水環境部会 委員（千葉県） 

大阪市域における地盤環境に配慮した地下水の有効利用に関する懇談会 委員（大阪市） 

  その他 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 


